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1　問題の所在　

　ブラジル移民の俳人増田恆河（1911 〜 2008、1929 年 12 月渡伯）は、1984 年にブラジル
連句研究会を創立し、晩年近くまで連句活動を行った。また、1993 年からはポルトガル語に
よる連句活動も行った。指導者がいないブラジルにおいて独学で連句を学び、百巻以上の作
品を残している。俳人であった彼はなぜ俳句だけでなく連句活動を、しかも日本語とポルトガ
ル語で行ったのだろうか。
　恆河は 1935 年、24 才のときホトトギス系俳人佐藤念腹に師事し、戦後、念腹主宰の俳句
雑誌『木蔭』創刊に参加した。さらに、1987 年には、ポルトガル語によるブラジルハイカイの
グループ「グレミオ・ハイカイ・イペー」の創立に関わった。恆河はそのグループで、虚子の俳
句理念である花鳥諷詠、つまり季語を重視する伝統を仲介する役割（白石 2021a）を果たした。
彼の俳句活動の方も日本語とポルトガル語に跨っている。これまで彼の日系俳句・ブラジルハ
イカイと連句の関連については先行研究でもほとんど触れられておらず 1、明らかになっていな
い。しかし、俳句も連句も中世の連歌・俳諧の系譜に連なる詩型であり、無関係ではありえない。
恆河の日系俳句からブラジルハイカイにわたる活動と連句活動には、どのような関わりがある
のだろうか。
　本論文では、増田恆河の連句活動の意義とは何か、を考察する。日系ブラジル文学の研究
をリードする細川周平は、「文学する」というキーワードを用いて日系文学の活動面に注目する。
また日系アメリカ文学の研究者水野真理子も、日系文学の研究では作品だけでなく文芸活動
も含めて研究対象とすることを提案している（細川 2012:pp.1-35, 水野 2012 :p.10）。それらを
受けて筆者は、海外における日本語文学に「座の文学」の系譜が見られ、座の文学のプロト
タイプは連句であることを指摘した（白石 2021b）。増田恆河の連句活動も、「座の文学」の系
譜に連なるのではないかと思われる。連句は近代で正岡子規に「連俳（＝連句）は文学に非ず」

（『芭蕉雑談』1983）と否定されたにもかかわらず、ブラジルの日系文学で連句活動が復活して
いる点は大変興味深い。本稿では「座の文学」という視点から連句活動の意義について考察
したい。
　日本の俳句雑誌『雪』のバックナンバーの関連記事と『ブラジル連句の歩み』（増田 1997）
を中心とした資料に拠りながら、日本語による連句活動とポルトガル語による連句活動、それ
ぞれの歴史や概要を整理する。さらに、実作例も挙げながら、連句活動そのものの意義だけ
でなく、ブラジル国際ハイクあるいは世界のハイク・連句全体の中での連句活動の位置づけを
検討する。
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ブラジル日系俳人増田恆河の
連句活動の意義
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※
著
作
の
刊
行
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

猪
瀬
千
尋
『
中
世
王
権
の
音
楽
と
儀
礼
』

（
二
〇
一
八
年
二
月
刊
、
四
三
八
頁
、
笠
間
書
院
、
八
五
〇
〇
円
＋
税
）

　

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
本
学
に
着
任
さ
れ
た
猪
瀬
千
尋
氏
の
『
中
世
王
権
の

音
楽
と
儀
礼
』
は
、
二
〇
一
三
年
に
名
古
屋
大
学
へ
提
出
し
た
博
士
学
位
論
文

を
元
に
多
く
の
新
稿
を
加
え
て
成
る
大
著
で
あ
る
。
刊
行
後
す
ぐ
に
大
き
な
話

題
と
な
り
、「
第
四
回
中
村
元
東
方
学
術
奨
励
賞
」「
第
一
回
説
話
文
学
会
賞
」「
第

十
二
回
日
本
古
典
文
学
学
術
賞
」
受
賞
と
い
う
高
い
評
価
を
獲
得
し
た
。

　

本
書
は
、
日
本
史
学
の
王
権
論
を
理
論
的
背
景
と
し
て
、
中
世
王
権
に
お
い

て
音
楽
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
世

に
お
け
る
「
音
楽
」
を
単
な
る
遊
芸
で
は
な
く
、有
職
故
実
等
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、

高
度
な
政
治
性
・
権
力
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
直
し
た
点
に
お
い
て
画

期
的
な
著
書
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、「
序
章
」
に
あ
る
以
下
の
記
述
に
よ
っ
て
著
者

ご
自
身
よ
り
明
瞭
に
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　

本
書
は
〔
中
略
〕
音
楽
が
持
つ
特
質
を
、
権
力
性
・
身
体
性
・
宗
教
性

　
　
　

執　

筆　

者　

紹　

介

猪
瀬　

千
尋　
　

金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
域
歴
史
言
語
文
化
学
系
准
教
授

中
野　

顕
正　
　

弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
助
教

畑
中　
　

榮　
　

金
沢
高
等
学
校
講
師
・
石
川
県
漢
詩
連
盟
理
事　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
第
4
回
修
了

孫　
　

媛
媛　
　

金
沢
大
学
大
学
院
人
間
社
会
環
境
研
究
科
博
士
後
期
課
程

日
比　

嘉
高　
　

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科 

教
授
・
第
43
回
卒
業

村
戸　

弥
生　
　

石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
非
常
勤
講

　
　
　
　
　
　
　

師　

第
32
回
卒
業
・
大
学
院
第
4
回
修
了
・
社
会
環
境
科
学

　
　
　
　
　
　
　

研
究
科
第
2
回
修
了

白
石　

佳
和　
　

高
岡
法
科
大
学
法
学
部
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　

金
沢
大
学
大
学
院
人
間
社
会
環
境
研
究
科
博
士
後
期
課
程



の
三
点
と
と
ら
え
、
三
つ
の
特
質
が
事
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
場
で
あ
る

儀
礼
を
分
析
の
中
心
と
す
る
。
そ
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
注
釈
と
書
誌

学
的
分
析
に
も
と
づ
い
て
、
時
代
の
も
の
の
見
方
に
即
し
た
「
読
み
」
を

提
示
す
る
。
こ
れ
は
日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
一
般
的
な
手
法
で
あ
る
が
、

考
察
対
象
と
し
て
従
来
の
文
学
作
品
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仮
名
日
記
や

漢
文
日
記
、
故
実
書
や
唱
導
、
図
像
や
楽
器
に
つ
い
て
も
視
野
に
お
く
。

綺
麗
と
儀
礼
を
形
づ
く
る
諸
資
料
の
分
析
を
通
し
て
、
文
学
―
歴
史
―
思

想
が
連
関
す
る
、
音
楽
の
文
化
的
動
態
を
解
明
す
る
こ
と
が
本
書
の
目
的

で
あ
る
。

と
。

　

こ
れ
は
旧
来
の
「
文
学
」
に
止
ま
ら
な
い
著
者
の
関
心
と
博
識
を
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
大
変
困
難
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
功
を
収
め

た
本
書
が
前
述
し
た
よ
う
に
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
。
私
個

人
と
し
て
は
か
つ
て
学
部
生
時
代
に
受
講
し
た
棚
橋
光
男
先
生
の
ご
著
書
が
引

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
嬉
し
く
、
そ
の
授
業
内
容
な
ど
も
思
い
起
こ
さ
れ
て
、

じ
っ
く
り
読
み
耽
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
金
沢
大
学
中
央
図
書
館
に
お
け
る

配
架
番
号
は768/I58

。
す
な
わ
ち
音
楽
書
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
日
本

古
典
文
学
の
み
な
ら
ず
、
中
世
を
中
心
と
し
た
日
本
史
学
、
そ
し
て
音
楽
学
に

対
し
て
も
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
著
書
と
推
察
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
杉
山
欣
也
）

原
佑
介
著
『
禁
じ
ら
れ
た
郷
愁　

小
林
勝
の
戦
後
文
学
と
朝
鮮
』

（
二
〇
一
九
年
三
月
刊
、
四
〇
一
頁
、
二
五
〇
〇
円
＋
税
）

　

小
林
勝
は
一
九
二
七
年
、
日
帝
統
治
下
の
朝
鮮
で
生
ま
れ
、
埼
玉
の
陸
軍
予

科
士
官
学
校
に
入
学
す
る
十
六
歳
ま
で
、「
故
郷
」
朝
鮮
で
育
っ
た
。
敗
戦
を
機

に
新
日
本
建
設
を
志
し
共
産
党
入
党
、
一
九
五
二
年
の
朝
鮮
戦
争
反
対
火
炎
瓶

闘
争
に
参
加
す
る
。
そ
れ
は
小
林
に
と
っ
て
「
故
郷
」
朝
鮮
を
戦
火
か
ら
救
い
、

朝
鮮
の
同
志
と
連
帯
し
て
帝
国
主
義
を
打
倒
す
る
闘
い
で
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。

だ
が
、
逮
捕
さ
れ
未
決
囚
と
し
て
過
ご
し
た
拘
置
所
で
、
死
地
た
る
韓
国
へ
送

還
さ
れ
て
い
く
朝
鮮
の
「
同
志
」
を
た
だ
見
送
る
し
か
な
か
っ
た
時
、
戦
後
も

な
お
朝
鮮
を
蹂
躙
し
続
け
る
日
本
の
側
に
自
分
が
立
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

「
故
郷
」
朝
鮮
と
は
、
暴
力
と
差
別
で
朝
鮮
を
屈
辱
の
淵
に
沈
め
た
日
本
帝
国
主

義
の
産
物
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
こ
と
に
、
小
林
は
目
覚
め
る
。
故
郷

を
「
故
郷
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
罪
で
あ
る
と
い
う
、
己
の
存
在
を
根
底
か
ら
否
定

さ
れ
る
苦
悩
を
直
視
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
小
林
の
文
学
は
始
ま
っ
た
。

　

以
上
の
認
識
に
基
づ
き
、
本
書
は
小
林
勝
の
文
学
と
生
涯
を
た
ど
る
。
拘
留

中
に
執
筆
し
た
「
あ
る
朝
鮮
人
の
話
」（
一
九
五
二
）
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
、
朝
鮮

の
人
と
風
土
へ
の
愛
を
綴
っ
た
「
鮎
」(

一
九
五
六)

、
植
民
者
の
子
と
し
て
の

罪
悪
感
を
描
く
「
フ
ォ
ー
ド
・
一
九
二
七
年
」（
同
）
な
ど
抒
情
豊
か
な
作
品
群

に
よ
っ
て
、
小
林
は
五
〇
年
代
の
文
壇
に
新
風
を
吹
き
込
む
。
だ
が
、
裁
判
結

審
に
よ
る
再
収
監
、
下
獄
後
の
離
党
と
肺
結
核
の
手
術
を
経
た
六
〇
年
代
に
入

る
と
作
風
は
深
刻
化
、「
目
な
し
頭
」（
一
九
六
七
）
や
「
蹄
の
割
れ
た
も
の
」

（
一
九
六
九
）、「
万
歳･

明
治
五
十
二
年
」（
同
）
な
ど
で
朝
鮮
と
日
本
と
の
断

絶
が
苛
烈
に
追
求
さ
れ
、
小
林
の
心
身
は
激
し
い
消
耗
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
の
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デ
ル
小
説
」
は
、
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
物
の
〈
私
的
領
域
〉
を
侵

犯
す
る
こ
と
と
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
〈
私
的
領
域
〉
を
め
ぐ
る
社
会
の
心
性

は
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
る
。「
モ
デ
ル
問
題
」
が
論
議
を
引
き
起
こ
し
た
場

合
、
創
作
者
の
道
徳
性
の
問
題
の
み
に
収
斂
し
、
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
者
の
苦
し

み
に
は
論
及
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
は
過
ぎ
去
り
、
個
人
情
報
へ
の
意
識
の
変
化

か
ら
モ
デ
ル
側
を
支
援
す
る
社
会
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
明
治
以
降
、
約
一
二
〇
年
の
モ
デ
ル
小
説
の
歴
史
を
、「
モ
デ
ル
問
題
」

を
引
き
起
こ
し
た
諸
作
品
を
通
覧
し
、
ま
た
小
説
と
隣
接
す
る
同
時
代
の
言
説

や
出
版
資
本
、
読
者
と
の
関
係
な
ど
と
い
っ
た
周
辺
的
な
問
題
と
共
に
検
討
す

る
こ
と
で
、上
記
の
よ
う
な
文
学
と
社
会
の
関
係
、社
会
の
変
化
を
論
じ
て
い
る
。

本
書
が
主
と
し
て
扱
う
作
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

内
田
魯
庵
「
破
垣
」（
モ
デ
ル
問
題
が
あ
る
程
度
の
規
模
で
社
会
に
共
有
さ
れ

た
は
じ
め
て
の
小
説
）
／
島
崎
藤
村
の
諸
作
品
（
数
々
の
モ
デ
ル
問
題
を
引

き
起
こ
し
た
）
／
芥
川
龍
之
介
「
あ
の
頃
の
自
分
の
事
」・
菊
池
寛
「
無
名
作

家
の
日
記
」（
文
壇
交
友
録
）
／
久
米
正
雄
「
破
船
」
ほ
か
〈
失
恋
も
の
〉
諸

作
・
松
岡
譲
「
憂
鬱
な
愛
人
」（〈
破
船
事
件
〉
を
め
ぐ
る
作
品
）
／
「
傷
つ

け
る
人
魚
」「
青
春
涙
多
し
」（
大
衆
誌『
講
談
倶
楽
部
』に
掲
載
さ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
モ
デ
ル
小
説
）
／
三
島
由
紀
夫
「
宴
の
あ
と
」・
高
橋
治
「
名
も
な

き
道
を
」・
柳
美
里
「
石
に
泳
ぐ
魚
」（
文
学
と
裁
判
を
め
ぐ
る
問
題
）

　

さ
ら
に
小
説
を
め
ぐ
る
新
た
な
事
態
と
し
て
、
万
が
一
の
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え

て
、
虚
構
性
の
高
い
小
説
に
お
い
て
す
ら
巻
末
に
参
考
文
献
が
付
さ
れ
る
状
況

の
到
来
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
や
被
害
者
感
情
尊
重
の
風
潮
、

様
は
ま
こ
と
に
痛
ま
し
い
。
し
か
し
、
己
を
切
り
裂
く
よ
う
な
「
断
絶
」
の
追

求
こ
そ
、
真
の
和
解
に
到
る
方
法
で
あ
り
、
朝
鮮
に
対
す
る
小
林
の
深
い
愛
の

発
現
な
の
で
あ
っ
た
。「
懐
か
し
い
と
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
断
言
し
て
四
十
三

年
の
生
涯
を
駆
け
抜
け
た
小
林
勝
に
、
誇
り
高
き
日
本
人
の
姿
が
浮
か
び
上
が

る
。

　

過
去
に
背
を
向
け
る
の
は
論
外
だ
が
、
た
だ
涙
で
ひ
れ
伏
し
て
許
し
を
請
う

の
で
も
、
自
分
を
棚
に
上
げ
て
日
本
叩
き
に
走
る
の
で
も
な
く
、
旧
宗
主
国
と

し
て
の
歴
史
の
清
算
と
い
う
困
難
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
べ
し
と
、
筆
者･

原

佑
介
氏
は
言
い
切
る
。
原
先
生
の
金
大
着
任
は
、
金
大
Ｏ
Ｂ
で
韓
国
民
主
化
運

動
支
援
に
尽
力
し
た
故･

安
江
良
介
元
岩
波
書
店
社
長
の
再
来
を
思
わ
せ
る
。

そ
の
よ
う
な
原
先
生
と
小
林
勝
と
が
共
鳴
し
た
力
作
が
本
書
で
あ
る
。
明
日
へ

の
指
針
を
明
確
に
示
す
、新
し
い
本
格
派
の
出
現
を
喜
び
た
い
。    （
團
野
光
晴
）

日
比
嘉
高
著
『
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
誕
生　

モ
デ
ル
小
説
の
ト
ラ
ブ
ル
史
』

（
二
〇
二
〇
年
八
月
刊
、
三
〇
八
頁
、
新
曜
社
、
二
九
〇
〇
円
＋
税
）

　

近
代
以
降
、
小
説
は
様
々
な
「
モ
デ
ル
問
題
」
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
。
自

然
主
義
の
勃
興
に
よ
り
、
小
説
の
内
容
と
事
実
を
同
定
し
て
い
く
読
書
慣
習
が

で
き
あ
が
り
、こ
れ
が
「
モ
デ
ル
小
説
」
に
深
く
影
響
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

通
俗
文
化
の
ゴ
シ
ッ
プ
や
実
話
へ
の
関
心
、
人
々
の
〈
の
ぞ
き
見
〉
へ
の
欲
望

に
呼
応
す
る
形
で
、
通
俗
向
け
の
諸
メ
デ
ィ
ア
が
部
数
を
稼
ぐ
た
め
に
〈
私
的

領
域
〉
―
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
い
う
概
念
が
導
入
さ
れ
る
以
前
の
、〈
私
に
属
す

る
も
の
と
人
々
が
考
え
る
範
囲
〉
―
を
商
品
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。「
モ



著
作
物
へ
の
帰
属
意
識
の
過
剰
な
高
ま
り
が
、
モ
デ
ル
小
説
を
許
容
す
る
社
会

的
雰
囲
気
を
低
下
さ
せ
て
い
る
現
代
、「
モ
デ
ル
小
説
」
を
発
表
す
る
こ
と
へ
の

困
難
性
を
述
べ
る
こ
と
で
、
日
比
氏
は
本
書
を
締
め
く
く
る
。

　

本
書
の
中
で
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
読
者
の
読
書
慣
習
に
関
す
る
観
点

が
導
入
さ
れ
、論
じ
ら
れ
て
い
た
点
、そ
れ
か
ら
、〈
小
説
を
め
ぐ
る
新
た
な
事
態
〉

（「
表
現
す
る
者
」
に
対
す
る
強
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

事
態
と
い
え
る
）
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
我
々
を
取
り
巻
く
社

会
や
「
表
現
」
の
在
り
方
は
変
化
し
て
い
る
。
本
書
の
中
で
、
作
家
同
士
が
相

互
に
監
視
・
暴
露
し
あ
う
状
況
が
成
立
す
る
こ
と
へ
の
危
機
意
識
を
示
し
た
後

藤
宙
外
の
批
評
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、SN

S

が
普
及
し
た
現
代
に
お
い
て
は
、

文
壇
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
空
間
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
誰
も
が
監
視
や
暴
露
の
対

象
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
「
モ
デ
ル
小
説
」
の
問
題
と
重
な

る
よ
う
な
事
態
が
簡
単
に
起
こ
り
得
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
改
め
て
「
表
現
す
る
こ
と
」
と
向
き
合
う

べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
を
抱
か
せ
て
く
れ
る
。
本
書
は
そ
の
よ
う
な
一

冊
で
あ
っ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      （
関
戸
菜
々
子
）

栗
原
敦
著
『
宮
沢
賢
治
探
究　

上　

思
想
と
信
仰
』

（
二
〇
二
一
年
七
月
刊
、
四
七
八
頁
、
蒼
丘
書
林
、
三
五
〇
〇
円
＋
税
）

　

本
書
は
旧
著『
宮
沢
賢
治　

透
明
な
軌
道
の
上
か
ら
』新
宿
書
房（
一
九
九
二
）

刊
行
の
後
、『
新
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
筑
摩
書
房
（
一
九
九
六
～
二
〇
〇
九
）

の
編
纂
に
携
わ
り
な
が
ら
積
み
重
ね
て
き
た
論
考
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
Ⅰ　

思
想
と
信
仰
」「
Ⅱ　

書
簡
と
事
蹟
」「
Ⅲ　

資
料
と
研
究
・
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
上
」「
Ⅳ　

拾
遺　

初
期
論
考
」
の
四
章
で
構
成
さ
れ
、
研
究
者
向
け
に
書

か
れ
て
い
る
が
、【
作
品
の
魅
惑
・
抄
】
で
は
、
一
般
の
賢
治
文
学
愛
好
者
に
も

目
配
り
さ
れ
て
い
る
。

　

著
者
は
作
品
の
解
釈
だ
け
で
な
く
背
景
と
な
る
伝
記
的
事
実
に
も
実
証
的
な

調
査
と
考
察
を
続
け
て
い
る
。
一
部
の
研
究
者
が
事
実
を
誤
認
し
て
（
新
発
見

の
事
実
と
喧
伝
し
て
）、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
結
び
つ
い
て
、
世
間
に
誤
っ
た
情
報

が
流
布
し
て
い
る
こ
と
に
憂
慮
し
て
い
る
（
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
）。
た
と
え

ば
妹
ト
シ
と
の
近
親
恋
愛
的
感
情
、
親
友
保
坂
嘉
内
と
の
同
性
愛
的
感
情
、
大

畠
ヤ
ス
と
の
悲
恋
な
ど
の
説
は
、
刺
激
的
で
は
あ
る
が
、
事
実
や
作
品
解
釈
の

歪
曲
が
あ
る
と
し
て
、
研
究
者
と
し
て
の
姿
勢
（
態
度
）
に
反
省
を
促
す
。

　
「
Ⅰ　

思
想
と
信
仰
」
で
は
、
ま
ず
宮
沢
賢
治
「
疾
中
詩
編
」
に
着
目
し
、
賢

治
は
死
の
予
感
と
揺
ら
ぎ
の
な
か
で
、
己
の
境
涯
を
振
返
っ
て
我
と
は
何
か
を

問
い
、
本
源
の
法
と
し
て
妙
法
蓮
華
経
に
帰
依
す
る
と
述
べ
る
。
文
学
的
表
現

行
為
（
こ
の
世
に
生
き
る
存
在
へ
の
問
い
と
宗
教
的
な
信
仰
と
の
間
に
架
け
ら

れ
た
せ
め
ぎ
合
い
）に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
説
く
。『
春
と
修
羅
』

で
は
、
智
慧
と
回
心
に
よ
る
至
福
へ
の
志
向
が
暗
示
さ
れ
、
最
後
の
病
床
の
「
文

語
詩
稿
」
で
は
、
自
己
過
信
を
戒
め
、
命
が
け
の
詩
作
に
よ
っ
て
新
生
に
向
か

う
と
説
く
。

　

二
〇
世
紀
に
新
し
い
概
念
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
の
下
で
、
賢
治
も
ま
た

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
を
他
者
と
の
共
生
、
宇
宙
と
の
一
体
に
よ
っ
て
克

服
し
よ
う
と
す
る
と
述
べ
る
。
祖
父
喜
助
の
「
家
」
概
念
に
進
路
の
閉
塞
感
を

覚
え
る
賢
治
に
、
自
ら
も
「
個
人
」
と
し
て
新
仏
教
を
模
索
す
る
（
金
沢
大
学

暁
烏
文
庫
に
暁
烏
敏
宛
の
書
簡
の
あ
る
）
父
政
次
郎
は
理
解
を
示
し
て
援
け
る
。
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指
す
求
道
（
菩
薩
道
）
が
示
さ
れ
る
と
説
く
。

　

西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』（
世
界
は
真
実
在
の
表
現
、
意
識
現
象
の
展
開
と

す
る
）
と
の
関
連
か
ら
「
心
象
」
の
源
流
を
説
く
。「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
は
一
念

三
千
（
仏
教
語
）
の
精
神
活
動
を
主
客
同
一
の
動
的
存
在
と
し
て
写
し
と
る
と

説
く
。

　
【
作
品
の
魅
惑
・
抄
】
で
は
、
童
話
「
い
て
ふ
の
実
」
を
例
に
、
死
生
観
と
宇

宙
観
に
根
ざ
し
た
〈
美
し
い
も
の
〉
の
探
求
に
言
及
す
る
。        （
河
原
修
一
）

栗
原
敦
著
『
宮
沢
賢
治
探
究　

下　

表
現
の
論
理
』

（
二
〇
二
一
年
八
月
刊
、
四
六
〇
頁
、
蒼
丘
書
林
、
三
五
〇
〇
円
＋
税
）

　
「
Ⅰ　

表
現
の
論
理
」「
Ⅱ　

資
料
と
研
究
・
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
下
」「
Ⅲ　

拾
遺

　

追
悼
文
・
論
考
補
遺
」
の
三
章
で
構
成
さ
れ
、
研
究
者
向
け
に
書
か
れ
て
い

る
が
、【
作
品
の
魅
惑
・
抄
】
で
は
一
般
の
賢
治
文
学
愛
好
者
に
も
目
配
り
さ
れ

て
い
る
。

　
「
Ⅰ　

表
現
の
論
理
」
で
は
、
作
品
は
表
現
過
程
の
す
べ
て
で
あ
る
と
述
べ
、

様
々
な
可
能
性
の
危
機
に
身
を
投
ず
る
表
現
行
為
の
意
味
を
探
究
す
る
。〈
下
書

き
草
稿
‐
手
入
れ
稿
‐
清
書
稿
‐
定
稿
‐
発
表
後
手
入
れ
稿
〉
と
い
う
各
段
階

が
表
現
者
の
認
識
過
程
と
対
応
す
る
と
述
べ
る
。
賢
治
の
手
帳
・
ノ
ー
ト
に
見

ら
れ
る
理
念
や
創
作
メ
モ
に
言
及
す
る
。
敗
戦
後
に
お
け
る
多
様
な
テ
キ
ス
ト

に
よ
る
受
容
と
し
て
、
様
々
な
編
者
の
校
訂
に
よ
る
全
集
な
ど
の
編
集
出
版
を

概
説
す
る

　
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
所
収
の
童
話
九
編
の
う
ち
〈
歌
〉（
賛
歌
）
の
挿
入

賢
治
は
同
様
の
宗
教
的
環
境
の
下
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
す
る
親
友
の

保
坂
嘉
内
に
共
感
す
る
。
関
東
大
震
災
後
の
東
北
農
村
の
深
刻
な
状
況
の
下
で
、

賢
治
が
理
念
の
実
践
と
し
て
農
民
生
活
に
踏
み
出
し
、
農
民
芸
術
と
し
て
羅
須

地
人
協
会
活
動
を
始
め
る
と
述
べ
る
。

　

草
野
心
平
、
高
村
光
太
郎
、
石
牟
礼
道
子
と
の
共
感
的
な
交
流
を
語
る
。

　

創
作
メ
ル
ヘ
ン
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
萌
芽
、
近
代
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
先
駆
が
賢
治

の
童
話
作
品
の
生
成
過
程
に
対
応
し
て
い
る
と
語
る
。

　

童
話
「
黄
色
い
ト
マ
ト
」
で
幼
い
兄
妹
の
イ
ノ
セ
ン
ト
（
無
知
、
無
垢
）
が

貨
幣
経
済
の
現
実
に
敗
れ
る
悲
傷
が
示
さ
れ
る
が
、
後
者
も
歪
め
ら
れ
た
共
同

幻
想
で
は
な
い
か
と
語
る
。

　

宮
沢
賢
治
と
夏
目
漱
石
が
新
仏
教
・
化
学
・
心
理
学
の
影
響
、
大
患
体
験
な

ど
で
響
き
合
う
と
語
る
。

　

宗
教
的
環
境
（
浄
土
真
宗
改
革
運
動
、
禅
、
唯
識
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影

響
）
の
も
と
で
の
法
華
信
仰
を
核
と
し
つ
つ
も
生
の
「
ゆ
る
ぎ
」（
禁
欲
へ
の
反

省
）
を
包
括
す
る
「
動
脈
硬
化
的
」
で
な
い
賢
治
の
信
仰
の
確
立
を
語
る
。

　

宮
沢
賢
治
の
生
涯
を
粗
描
し
、
賢
治
の
創
作
と
信
仰
、
賢
治
評
価
の
諸
相
に

つ
い
て
述
べ
る
。

　
「
Ⅱ　

書
簡
と
事
蹟
」「
Ⅲ　

資
料
と
研
究
・
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
上
」
で
は
、
賢

治
の
年
譜
と
伝
記
的
資
料
に
対
す
る
実
証
的
態
度
を
示
す
。
保
阪
嘉
内
宛
書
簡

の
時
期
、伊
藤
与
蔵
宛
書
簡
の
趣
旨
、「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」詩
碑
の
表
記（「
ヒ
デ
リ
」

か
「
ヒ
ド
リ
」
か
）、
恋
人
大
畠
ヤ
ス
説
の
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
、
批
正
す
る
。

　
「
Ⅳ　

拾
遺　

初
期
論
考
」
で
は
、
ま
ず
実
践
的
理
念
と
し
て
の
究
極
の
共
同

体
へ
の
志
向
（
愛
著
か
ら
の
遠
離
）
を
説
く
。「
農
民
芸
術
概
論
」
に
は
、
小
さ

な
自
我
を
否
定
し
宇
宙
意
志
に
よ
る
全
生
物
（
自
然
の
地
と
人
）
の
至
福
を
目
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私
は
、
木
越
治
氏
が
チ
ェ
コ
に
滞
在
中
、
日
記
の
よ
う
な
メ
ー
ル
通
信
の
配

信
先
に
加
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。当
時
、毎
日
の
よ
う
に
そ
れ
を
読
ん
で
い
る
と
、

私
も
チ
ェ
コ
に
居
る
か
の
よ
う
な
気
に
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
今
で
も
懐
か
し
く

思
い
出
す
。
そ
の
た
め
か
、
先
生
が
帰
っ
て
来
ら
れ
た
折
も
久
し
ぶ
り
と
い
う

気
が
し
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
文
章
を
読
ん
で
み
て
も
そ
う
な

の
だ
が
、
さ
ほ
ど
景
色
の
描
写
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
氏
の
文
章
に
は

映
像
が
自
然
と
浮
か
ぶ
不
思
議
な
力
が
あ
る
。考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
が
詰
ま
っ

て
い
る
た
め
に
、か
な
り
強
い
印
象
を
読
み
手
に
残
す
こ
と
と
ど
こ
か
で
繋
が
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
文
庫
本
と
い
う
気
軽
に
手
に
し
う
る
大
き
さ
だ
け

に
、
持
ち
歩
き
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
開
い
て
、
木
越
治
氏
の
い
ろ
い
ろ
な
議
論

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、考
え
を
と
も
に
深
め
る
よ
す
が
と
し
た
い
。 （
高
山
知
明
）

勝
又
基
著
『
親
孝
行
の
日
本
史　

道
徳
と
政
治
の
１
４
０
０
年
』

（
二
〇
二
一
年
一
一
月
刊
、
二
三
二
頁
、
中
公
新
書
、
八
六
〇
円
＋
税
）

　

一
般
の
読
者
向
け
の
易
し
い
語
り
口
に
勝
又
さ
ん
の
優
し
い
人
柄
が
感
じ
ら

れ
て
、
学
部
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
（
勝
又
さ
ん
は
僕
の
一
年
先
輩
）
こ
と

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。

　

僕
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
次
の
一
節
。

　

た
と
え
ば
現
在
、
我
々
が
社
会
や
政
治
に
お
い
て
、
疑
う
べ
く
も
な
い
善

だ
と
考
え
て
い
る
も
の
に
「
自
由
」
や
「
平
等
」
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
我
々
の
感
覚
と
同
じ
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
生
き

木
越
治
著
、
木
越
俊
介
・
丸
井
貴
史
編
『
ひ
と
ま
ず
こ
れ
に
て
読
み
終
わ
り
』

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
刊
、
三
三
六
頁
、
文
化
資
源
社
、
一
二
○
○
円
＋
税
）

　

木
越
治
氏
の
遺
稿
集
で
あ
る
。
ご
自
身
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
個
人
的
会
話
や
学
生
に
対
す
る
談
話
を
通
し
て
耳
に
す
る
機

会
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
研
究
室
誌
『
木
馬
』
で
そ
の
一
端
を
拝
見

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
冒
頭
の
「
自
分
史
へ
の
試
み
よ
り
」
は
、
い
か
に
も
先

生
ら
し
い
タ
イ
ト
ル
だ
が
、
出
生
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
の
様
々
な
こ
と
が
時

間
の
流
れ
に
沿
っ
て
語
り
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
文
章
を
皮
切
り
に
、
文
学
の
こ
と
は
も
と
よ
り
、
映
画
の
こ
と
、
落
語

の
こ
と
、
旅
で
の
経
験
、
日
常
生
活
の
事
柄
と
様
々
な
話
題
に
及
ぶ
、
本
当
に

多
彩
な
文
章
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
ど
れ
を
読
ん
で
み
て
も
、
自
身
が
話
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
筆
致
で
、
近
世
文
学
研
究
者
で
ご
子
息
の
木
越
俊
介
氏
も
巻

頭
「「
鶏
肋
集
」
の
こ
と
―
ご
挨
拶
に
代
え
て
」
で
ま
さ
し
く
述
べ
ら
れ
る
と
お

り
、
先
生
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
気
が
す
る
。
文
章
に
よ
っ
て
文
体
が
大
き
く

違
う
の
に
、
ど
れ
も
肉
声
そ
の
も
の
で
、
真
の
意
味
で
す
べ
て
が
「
物
語
り
」

と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。
肉
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
ど
ん
な
軽
い
話
題
の

文
章
で
あ
っ
て
も
、
分
け
隔
て
な
く
き
ち
ん
と
魂
が
入
っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ

ろ
う
。そ
れ
を
ぜ
っ
た
い
粗
忽
に
さ
れ
な
い
人
柄
で
あ
っ
た
。そ
う
考
え
た
と
き
、

も
う
一
人
の
編
者
で
あ
る
、
金
沢
大
、
上
智
大
と
学
生
と
し
て
時
間
を
と
も
に

さ
れ
た
同
じ
く
近
世
文
学
研
究
者
の
丸
井
貴
史
氏
に
よ
る
巻
末
「
ひ
と
つ
の
よ

す
が
と
し
て
―
や
や
私
的
な
解
題
―
」
の
評
言
、「「
書
く
」
と
い
う
こ
と
の
一

点
に
お
い
て
、
先
生
に
と
っ
て
は
学
術
論
文
も
エ
ッ
セ
イ
も
、
何
ら
区
別
さ
れ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
に
思
い
当
た
る
。

さ
れ
る
五
編
で
、
生
命
の
根
源
と
の
融
合
体
験
へ
の
夢
が
示
さ
れ
、〈
歌
〉
の
な

い
四
編
で
、
都
会
的
価
値
観
に
対
す
る
批
判
と
世
俗
的
現
実
の
超
克
と
し
て
、

世
界
の
多
元
的
・
重
層
的
な
相
を
超
え
た
究
極
的
一
体
を
観
る
観
点
が
示
さ
れ

る
と
説
く
。

　

少
年
小
説
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
で
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
一
般
鉄
道
の
八
分
の
五
の

サ
イ
ズ
の
軽
便
鉄
道
の
列
車
で
銀
河
の
旅
を
す
る
効
果
と
意
味
を
考
察
す
る
。

世
界
の
巧
み
な
縮
小
は
、
強
化
遠
近
法
に
よ
る
客
観
化
と
全
体
像
の
把
握
と
い

う
現
実
感
を
も
た
ら
す
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
疎
外
感
と
「
銀
河
の
お
祭
」
へ
の
参

加
の
欲
求
と
が
結
び
つ
い
た
想
像
力
は
、
夢
み
る
銀
河
鉄
道
の
動
力
（
生
命
力
）

と
し
て
、
心
臓
の
鼓
動
に
似
た
列
車
の
音
と
な
る
。
作
品
の
最
終
形
で
ジ
ョ
バ

ン
ニ
の
生
活
の
現
実
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
で
、
夢
の
世
界
が
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
実

存
的
な
問
い
と
結
び
つ
く
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
町
に
は
近
代
日
本
の
生
活
形
態
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。〔
或
る
農
学
生
の
日
誌
〕
は
、
現
実
認
識
の
眼
差
し
を
獲
得

す
る「
写
実
主
義
」的
な
試
み
を
媒
介
す
る
。
ま
た
、銀
河
鉄
道
の
列
車
に
は（
瞬

間
的
な
死
で
は
な
く
）
過
程
的
な
死
が
表
象
さ
れ
る
と
説
く
。

　

学
校
演
劇
、
農
民
劇
へ
の
抑
圧
と
い
う
現
実
の
中
の
争
闘
が
、
戯
曲
「
ポ
ラ

ン
の
広
場
」か
ら
少
年
小
説「
ポ
ラ
ー
ノ
の
広
場
」へ
の
変
貌
と
な
る
と
述
べ
る
。

　

少
年
小
説
「
風
の
又
三
郎
」
で
は
、
転
校
生
高
田
三
郎
の
背
景
に
あ
る
鉱
山

開
発
が
子
供
ら
に
は
隠
さ
れ
て
謎
め
き
、
一
郎
に
は
三
郎
の
利
他
的
な
行
為
が

衝
撃
と
な
り
、
嘉
助
に
は
風
の
又
三
郎
へ
の
同
化
の
幻
想
と
な
る
と
説
く
。

　

宮
沢
賢
治
と
（
過
激
な
論
で
学
校
を
除
名
さ
れ
る
）
保
坂
嘉
内
の
超
俗
志
向

的
な
反
撥
が
短
篇
梗
概
「
大
礼
服
の
例
外
的
効
果
」
に
反
映
し
、
複
数
の
視
点

に
よ
る
異
な
る
世
界
認
識
の
重
層
化
に
つ
な
が
る
と
説
く
。

　

宮
沢
賢
治
の
短
歌
は
、
そ
の
時
の
気
持
の
ス
ケ
ッ
チ
と
再
度
味
わ
う
営
み
と

し
て
詩
や
童
話
の
原
型
と
な
る
と
述
べ
る
。

　

詩
集
『
春
と
修
羅
』
の
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
と
し
て
、
町
の
小
さ
な
印

刷
所
に
よ
る
初
版
本
の
異
同
の
経
緯
を
述
べ
る
。

　

歌
・
口
語
・
文
語
の
関
連
で
は
、
昭
和
三
年
の
賢
治
の
東
京
滞
在
に
着
目
し
、

震
災
後
に
復
興
し
た
新
東
京
の
旧
倫
理
か
ら
解
放
さ
れ
た
享
楽
傾
向
と
若
い
女

達
の
口
語
が
大
衆
歌
謡
に
向
か
う
な
か
で
、
賢
治
が
無
意
識
に
反
応
し
つ
つ
、

詩
作
に
独
自
の
口
語
と
文
語
を
試
み
る
と
説
く
。方
言
や
文
語
を
含
む
短
歌
・
詩
、

「
冬
の
ス
ケ
ッ
チ
」
か
ら
「
疾
中
」
詩
編
に
至
る
文
語
と
口
語
の
交
錯
、
短
歌
・

短
唱
・
口
語
詩
か
ら
改
作
す
る
文
語
詩
稿
に
言
及
す
る
。
文
語
詩
の
選
択
の
動

機
と
し
て
、
構
築
的
描
写
を
超
え
る
定
型
化
と
典
型
化
の
意
志
が
あ
る
と
説
く
。

　

詩
「
永
訣
の
朝
」
で
は
、
利
他
的
な
妹
が
現
象
に
遍
在
す
る
本
質
の
認
識
を

促
す
た
め
に
あ
め
ゆ
き
を
頼
ん
だ
こ
と
に
気
づ
い
た
「
わ
た
く
し
」
の
位
置
は

祈
り
の
場
に
あ
る
と
説
く
。
詩
「
樺
太
鉄
道
」
に
関
連
し
て
、
樺
太
の
地
形
や

（
素
直
で
妖
精
に
似
た
）
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
伝
説
に
言
及
す
る
。
詩
〔
月
の
鉛
の

雲
さ
び
に
〕「
五
輪
峠
」
で
は
、
文
語
詩
の
凝
縮
し
た
構
成
に
言
及
す
る
。

　
「
Ⅱ　

資
料
と
研
究
・
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
下
」
で
は
、「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
背

景
に
天
文
学
の
知
見（
白
鳥
座
の
連
星
、南
十
字
架
座
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な
ど
）

が
あ
る
と
語
る
。
次
妹
の
シ
ゲ
や
末
妹
ク
ニ
の
証
言
に
言
及
す
る
。

　
「
Ⅲ　

拾
遺　

追
悼
文
・
論
考
補
遺
」
で
は
、
妹
ト
シ
の
逝
去
の
日
の
賢
治
の

行
動
と
い
う
伝
記
的
事
実
が
む
し
ろ
詩「
永
訣
の
朝
」の
作
品
性
を
示
す
と
説
く
。

　
【
作
品
の
魅
惑
・
抄
】で
は
、童
話「
フ
ラ
ン
ド
ン
農
学
校
の
豚
」「
よ
だ
か
の
星
」

で
殺
生
に
つ
い
て
問
う
。

　

栗
原
敦
先
生
は
一
九
七
七
年
か
ら
一
九
八
一
年
ま
で
本
学
教
員
。（
河
原
修
一
）
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の
文
章
も
相
ま
っ
て
、
つ
い
先
生
の
講
義
を
受
け
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を

催
し
て
し
ま
う
。
そ
の
上
で
、「
語
り
」
の
歴
史
を
『
源
氏
物
語
』
か
ら
御
伽
草

子
、
そ
し
て
西
鶴
『
好
色
五
人
女
』
ま
で
解
き
明
か
し
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば

こ
の
あ
と
、
秋
成
を
始
め
と
し
て
近
世
小
説
を
通
時
的
に
解
き
明
か
し
て
行
く

構
想
を
お
持
ち
だ
っ
た
か
と
推
測
す
る
が
、
病
魔
に
よ
っ
て
中
絶
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
の
は
、
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
。 

　

こ
の
遺
志
を
引
き
受
け
て
、
師
の
求
め
た
る
所
を
求
め
、
一
書
と
成
し
て
く

れ
た
の
が
卒
業
生
で
門
下
生
の
一
人
・
丸
井
貴
史
氏
（
現
・
就
実
大
学
講
師
）

で
あ
る
。
第
二
部
「
古
典
を
「
読
む
」
た
め
の
ヒ
ン
ト
」、
第
三
部
「
い
ま
、
古

典
を
「
読
む
」
と
い
う
こ
と
」
に
は
、
丸
井
氏
は
も
と
よ
り
本
学
科
卒
業
生
の

紅
林
健
志
氏
、
宇
治
田
健
志
氏
を
は
じ
め
と
す
る
気
鋭
の
研
究
者
十
二
名
が
、

古
典
文
学
作
品
を
分
析
し
、
教
え
、
広
め
る
た
め
の
有
益
な
論
考
を
寄
せ
る
。

第
四
部
「
読
む
こ
と
で
な
に
が
は
じ
ま
る
の
か
」
と
題
し
た
気
鋭
の
創
作
者
た

ち
と
の
座
談
会
は
、
従
来
の
研
究
・
教
育
と
い
う
立
場
が
い
か
に
限
ら
れ
た
も

の
か
を
見
せ
つ
け
る
と
と
も
に
、
古
典
の
新
た
な
魅
力
も
示
し
て
く
れ
て
い
て
、

た
い
へ
ん
示
唆
に
富
む
。

　

出
版
を
め
ぐ
る
状
況
の
厳
し
い
令
和
の
世
に
あ
っ
て
、
木
越
先
生
を
慕
っ
て

の
書
物
は
少
な
か
ら
ず
刊
行
さ
れ
て
来
た
。
そ
の
中
で
も
、
先
生
の
遺
志
を
最

も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
る
の
は
本
書
で
あ
る
。
木
越
先
生
の
講
義
を
も
う
一
度

受
け
た
い
と
思
う
方
、
古
典
文
学
の
行
く
末
に
つ
い
て
よ
り
考
え
を
深
め
た
い

方
に
広
く
勧
め
た
い
一
冊
で
あ
る
。                                      （
勝
又 

基
）

る
人
々
は
、
封
建
制
度
を
当
た
り
前
の
良
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
秩
序
を
守
る
こ
と
を
こ
そ
善
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
「
封
建
体
制
」
の
よ
う
な
、
当
時
の
人
に
と
っ
て
常
態
の
制
度
を
現
代
の
視

点
で
過
剰
に
特
別
視
す
る
と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
進
歩
し
た
近
代
の
側

か
ら
遅
れ
て
い
た
江
戸
時
代
を
批
判
す
る
と
い
う
構
図
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま

う
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
筆
者
は
、も
っ
と
江
戸
時
代
の
人
々

の
感
覚
に
即
し
た
視
点
で
、
当
時
の
孝
を
把
握
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。（

58
「
第
三
章　

幕
府
の
政
策
？　

庶
民
の
政
策
？
」
の
「
１　

な
ぜ
表
彰
す

る
の
か
」
よ
り
）

　

上
記
の
こ
と
を
ア
ド
ラ
ー
流
に
言
う
と
、「
江
戸
時
代
の
人
の
目
で
見
て
、
耳

で
聞
い
て
、
心
で
感
じ
る
」
と
い
う
姿
勢
で
江
戸
時
代
の
人
々
の
書
き
残
し
た

も
の
を
読
む
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
こ
の
部
分
に
、
現
在
の
、
あ
る
い
は
自
分
の
常
識
を
疑
う
べ
く
も
な
い

も
の
と
し
て
読
む
と
い
う
姿
勢
は
、
実
は
か
な
り
傲
慢
な
読
み
方
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
批
判
を
読
み
ま
し
た
。
古
典
か
ら
何
か
を
学
ぶ
と
す
れ
ば
、
古
典

の
世
界
に
自
分
自
身
を
寄
せ
て
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
勝
又
さ
ん
の
古
典
に
対
す
る
態
度
は
、
あ
る
時
代
の
言
説
を
分
析
し

て
「
は
い
、
こ
こ
に
も
政
府
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
強
化
す
る
よ
う
な
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
」
と
指
摘
す
る
よ
う
な
、
浅
薄
な
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

的
研
究
に
対
す
る
、
痛
烈
な
批
判
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
僕
は
、
中
学
校
の
教
員
と
し
て
、
勝
又
さ
ん
の
古
典
に
対
す
る
態
度

に
は
、
特
別
支
援
教
育
に
と
っ
て
大
切
な
視
点
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

自
分
の
常
識
を
疑
う
べ
く
も
な
い
善
だ
と
考
え
て
生
徒
に
接
す
る
と
、
ど
う

し
て
も
特
別
な
支
援
を
要
す
る
生
徒
の
こ
と
を
批
判
的
な
目
で
見
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
人
々
の
感
覚
に
即
し
た
視
点
で
当
時

の
孝
を
把
握
す
る
よ
う
に
、
生
徒
の
感
覚
に
即
し
た
視
点
で
生
徒
の
言
動
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
大
切
に
し
た
よ
り
生
徒
の
た
め

に
な
る
教
育
を
行
え
る
の
で
は
な
い
か
。
教
室
の
中
の
多
様
性
を
担
保
す
る
に

も
、
生
徒
一
人
一
人
の
感
覚
に
即
し
た
視
点
を
、
ま
ず
は
教
師
が
も
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

古
典
を
学
ぶ
意
義
は
、
そ
う
い
う
視
点
を
学
べ
る
と
こ
ろ
に
も
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。 

 
 

 

　
　

 （
海
見　

純
）

木
越
治
・
丸
井
貴
史
編
『
読
ま
な
け
れ
ば
な
に
も
は
じ
ま
ら
な
い
ー
い
ま
か
ら

古
典
を
〈
読
む
〉
た
め
に
』 

（
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
十
一
月
刊
、
三
一
九
頁
、
文
学
通
信
、
一
九
〇
〇

円
＋
税
）

　

本
書
は
、
二
〇
一
八
年
二
月
に
没
し
た
本
学
名
誉
教
授
・
木
越
治
先
生
の
遺

稿
を
中
心
と
し
て
、
古
典
を
「
読
む
」
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
広
く
世
に

問
う
書
物
で
あ
る
。

　

第
一
部
「
読
ま
な
け
れ
ば
な
に
も
は
じ
ま
ら
な
い
」
は
そ
の
遺
稿
で
あ
る
。

ま
ず
「
読
む
」
上
で
「
語
り
」
に
注
目
す
べ
き
こ
と
を
説
く
が
、
そ
の
説
明
に

あ
た
っ
て
は
、
映
画
、
評
論
、
落
語
、
講
談
、
は
て
は
授
業
で
の
ひ
と
コ
マ
な

ど
、
い
か
に
も
先
生
ら
し
い
多
彩
な
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
で
す
・
ま
す
体

P



た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

○
「
宛
先
不
明
」
の
印
が
押
さ
れ
て
返
送
さ
れ
る
茶
封
筒
を
見
る
た
び
に
寂
し

い
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
活
用
価
値
の
あ
る
媒
体
と
し
て
本

誌
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。        （
杉
山
欣
也
）

　
　
『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
投
稿
規
程　
　
　
　
　

○
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
の
会
員
は
誰
で
も
機
関
誌
『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』

　

に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
日
本
文
学
・
日
本
語
学
に
関
す
る
研
究
で
あ
れ
ば
、
時
代
・
分
野
を
問
い
ま

　

せ
ん
。

○
枚
数
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
四
十
枚
以
内
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
特

　

別
号
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
投
稿
原
稿
の
採
否
は
編
集
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

○
編
集
委
員
は
、
毎
年
第
一
回
目
の
理
事
会
で
選
出
い
た
し
ま
す
。

○
投
稿
論
文
の
送
り
先
は
左
記
宛
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

 

〒
9
2
0—

1
1
9
2

              

金
沢
市
角
間
町　

金
沢
大
学
人
間
社
会
一
号
館

              

日
本
語
学
日
本
文
学
研
究
室
内

                                                    

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
事
務
局

　
　

編

集

後

記

○ 

前
号
の
薄
さ
に
危
機
感
を
抱
い
た
（
？
）
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
本
号
で

は
六
本
の
論
考
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
二
年
目
と

な
り
、
様
々
な
点
で
新
し
い
研
究
様
式
に
慣
れ
て
き
た
証
し
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
今
回
は
、
新
着
任
の
先
生
方
の
ご
著
書
や
、
旧
教
員
で
あ
る
栗

原
先
生
の
ご
著
書
、
木
越
先
生
の
ご
遺
著
、
そ
し
て
卒
業
生
に
よ
る
著
書
の

刊
行
か
ら
新
刊
紹
介
が
多
く
な
り
、
彙
報
欄
も
充
実
し
た
内
容
に
な
り
ま
し

た
。
編
集
担
当
と
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○ 

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
研
究
情
報
の
公
開
が
進
ん
で
い
ま
す
。
た

と
え
ば
国
会
図
書
館
で
は
著
作
権
の
保
護
期
間
が
満
了
し
た
図
書
資
料
・
古

典
籍
資
料
全
部
（
約
三
三
六
〇
〇
〇
点
）
の
検
索
が
可
能
と
な
る
「
次
世
代

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
始
め
ま
し
た
。『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
掲
載

の
論
文
も
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
通
じ
てCinii

な
ど
の
研

究
情
報
検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
、
本
文
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
報
に
接
す
る
た
び
、
か
つ
て
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

研
究
の
窓
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

○ 

や
は
り
最
近
で
は
「
在
野
研
究
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
研
究
職
に
就
か
ず
と
も
、
熱
意
が
あ
れ
ば
休
み
の
日
を
活
用
し
て
研
究

の
継
続
は
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
右
に
記
し
た
よ
う

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
研
究
環
境
の
充
実
が
あ
り
ま
す
。
大
学
や
大
学

院
で
取
り
組
ん
だ
自
身
の
課
題
を
継
続
し
て
考
え
る
環
境
は
、
以
前
よ
り
格

段
に
整
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ご
自
身
の
見
解
が
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
成
果
を
発
信
す
る
媒
体
と
し
て
『
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
を
選
ん
で
い

　
　

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
一
覧
（
二
〇
二
一
年
提
出
分
）　　
　
　
　

卒
業
論
文

相
田　

悠
真　
　

坂
口
安
吾
〈
堕
落
〉
考
―
「
堕
落
論
」「
白
痴
」
の
考
察
か
ら

石
田　

尚
己　
　

芥
川
龍
之
介
の
書
簡
体
小
説
と
幻
想
性　

宇
根
本
理
玖　
　

T
w

itter
に
お
け
る
役
割
語
の
役
割

                  　

―
「
あ
た
い
」
の
使
用
法
か
ら
―

大
野　

慈
正　
　

芥
川
龍
之
介
「
河
童
」
に
お
け
る
「
ど
う
かK

appa

と
発
音    

　
　
　
　
　
　
　

し
て
下
さ
い
。」
一
考

上
梨　

美
咲　
　

夢
野
久
作
「
瓶
詰
地
獄
」
論

　
　
　
　
　
　
　

―
太
郎
と
ア
ヤ
子
が
堕
ち
た
地
獄　
　
　
　
　
　

栗
山　

直
子　
　
『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
二
条
の
后
と
貧
し
さ
・
卑
し
さ
を

　
　
　
　
　
　
　

表
す
言
葉
に
つ
い
て

後
藤　

裕
美　
　

三
浦
綾
子
「
氷
点
」「
続
氷
点
」
論　

―
陽
子
が
生
き
る
意
欲

　
　
　
　
　
　
　

を
取
り
戻
し
た
所
以
―

近
藤　

由
奈　
　

川
上
弘
美
「
蛇
を
踏
む
」
論　

―
蛇
／
女
に
よ
り
露
わ
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　

た
〈
違
和
〉
と
〈
ズ
レ
〉
―

斎
藤
ひ
と
み　
　

芥
川
龍
之
介
「
偸
盗
」
に
お
け
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム

地
蔵　

帆
花　
　

太
宰
治
「
パ
ン
ド
ラ
の
匣
」
論

高
木　

大
河　
　

開
高
健
「
輝
け
る
闇
・
夏
の
闇
」
研
究

竹
内　

裕
乃　
　

望
ま
れ
た
ト
ラ
ッ
プ
一
家
像
は
何
か
―

　
　
　
　
　
　
　
『
菩
提
樹
』
と
『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』
の

　
　
　
　
　
　
　

差
異
か
ら
考
え
る

茶
谷　

美
月　
　

樋
口
一
葉
「
た
け
く
ら
べ
」
現
代
語
訳
論

　
　
　
　
　
　
　

―
川
上
未
映
子
訳
と
の
文
体
比
較
を
通
し
て
―

中
田　

息
吹　
　

小
川
未
明
の
童
話
に
お
け
る
月
が
も
た
ら
す
作
品
世
界

原
田　

悠
暉　
　

芥
川
龍
之
介
「
素
戔
嗚
尊
」
に
お
け
る
旅
の
意
味

廣
瀬
莉
李
花　
　

芥
川
龍
之
介
「
手
巾
」
論

松
浦　

健
寿　
　

太
宰
治
『
人
間
失
格
』
の
手
記
が
も
た
ら
す
も
の

松
田　

梨
子　
　

大
伴
家
持
の
歌
に
見
る
「
し
な
ざ
か
る
越
」

簗
瀬　

実
里　
　

芥
川
龍
之
介
「
雛
」
論　

―
老
女
が
語
る
意
味
と
は
―

修
士
論
文

畢　
　
　

晟　
　

島
崎
藤
村
の
下
層
民
意
識　

―
『
旧
主
人
』
を
中
心
に
―

桂　
　

媛
媛　
　

稲
垣
足
穂
と
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
―
「
一
千
一
秒
物
語
」　

　
　
　
　
　
　
　

を
中
心
と
し
て
―

蘇　
　
　

欣　
　

倉
石
武
四
郎
に
お
け
る
中
国
古
典
文
学
の
解
読
―
「
文
学
の

　
　
　
　
　
　
　

大
衆
化
」
の
観
点
を
中
心
に
―

張　
　
　

旭　
　

占
領
文
学
に
お
け
る
身
体
表
象
：
田
村
泰
次
郎
「
肉
体
の
門
」

　
　
　
　
　
　
　

と
三
島
由
紀
夫
「
鍵
の
か
か
る
部
屋
」
を
中
心
に

趙　
　
　
　
　
　

三
島
由
紀
夫
「
女
神
」
論
―
作
品
の
成
立
と
改
稿
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

―

森
田　

桃
花　
　

梶
井
基
次
郎
論
―
『
橡
の
花
』
と
『
Ｋ
の
昇
天
』
に
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　

書
簡
体
小
説
か
ら
み
る
、
梶
井
の
《
分
身
》
構
想
の
軌
跡
―
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金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
会
則　
　
　

第
一
条

第
二
条

第
三
条

第
四
条

第
五
条

第
六
条

第
七
条

第
八
条

第
九
条

第
十
条

第
十
一
条

第
一
条

第
二
条

　

付　
　

則

本
会
は
、
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
と
称
す
る
。

本
会
は
、
会
員
相
互
の
国
語
国
文
学
に
関
す
る
研
究
の
促
進
と
連

絡
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

一
、
研
究
発
表
会
・
講
演
会
の
開
催

二
、
機
関
誌
の
発
行

三
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

一
、本
会
の
会
員
は
、金
沢
大
学
文
学
部
日
本
語
学
日
本
文
学
専
攻
・

国
語
国
文
学
専
攻
お
よ
び
金
沢
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
専
攻

な
ら
び
に
金
沢
大
学
大
学
院
人
間
社
会
環
境
研
究
科
（
日
本
語
学

日
本
文
学
関
係
）
お
よ
び
文
学
研
究
科
文
学
専
攻
（
日
本
語
学
日

本
文
学
）・
国
文
学
専
攻
の
卒
業
生
・
修
了
生
、
教
員
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

二
、
元
教
員
・
元
教
官
は
特
別
会
員
と
す
る
。

本
会
に
は
左
の
役
員
を
置
く
。

理　
　

事　
　
　
　

若
干
名

代
表
理
事　
　
　
　

一
名

会　
　

計　
　
　
　

一
名

会
計
監
査　
　
　
　

一
名

一
、
理
事
は
会
員
の
互
選
に
よ
る
。
但
し
教
官
は
理
事
と
す
る
。

二
、
代
表
理
事
お
よ
び
会
計
・
会
計
監
査
は
理
事
の
互
選
に
よ
る
。

三
、
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
但
し
再
任
は
妨
げ
な
い
。

理
事
会
は
本
会
運
営
の
責
に
あ
た
る
。
但
し
必
要
に
応
じ
て
編
集

委
員
会
等
の
専
門
委
員
を
選
出
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
事
務
局
を
金
沢
大
学
文
学
部
日
本
語
学

日
本
文
学
研
究
室
に
置
く
。

本
会
の
経
費
は
、
会
費
そ
の
他
を
も
っ
て
あ
て
る
。

会
員
は
機
関
誌
・
会
員
名
簿
の
配
布
を
受
け
る
。
会
員
は
機
関
誌
・

研
究
発
表
会
に
お
い
て
研
究
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
則
の
変
更
そ
の
他
重
要
事
項
の
決
定
は
、
総
会
の
議
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

総
会
は
、
年
一
回
こ
れ
を
開
く
。

会
費
は
年
額
二
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。

本
改
正
会
則
は
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

金
沢
大
学
国
語
国
文　
　
　

第
四
十
七
号

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日　
　

印
刷

令
和
四
年
三
月
二
十
二
日　
　

発
行

編　

集　

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会

発　

行　

金
沢
市
角
間
町

　
　
　
　

金
沢
大
学
人
間
社
会
一
号
館

　
　
　
　

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会

印　

刷　

金
沢
市
御
影
町
十
九—

一

　
　
　
　

ヨ
シ
ダ
印
刷
株
式
会
社
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